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ジャガー Panthera onca は南北米で最大のネコ科動物で，絶滅の危機に直面(Boccacino et al.,2018)．
日本の動物園では，飼育環境が限られ刺激不足に陥りやすいことが問題視され，環境エンリッチメントの導入を推進．
ネコ科動物では,嗅覚エンリッチメントが使用されている．
しかしながら，国内の実施例は一時的なものにとどまり，客観的なデータがほとんど存在しない．またジャガーは顎の

力が強く，物理的なおもちゃなどは壊されてしまうなどの問題点がある(Wroe et al.,2005)．

目的：動物園で飼育されているジャガーに嗅覚エンリッチメント導入し,行動変化を調査することで,その効果を評価．

はじめに

方法

【対象動物】 天王寺動物園 ジャガー 2頭

小春 ロン

【嗅覚エンリッチメントに使用した匂い】

ⅰ シナモン
ⅱ キャットニップ

ⅲ ヤギ・ヒツジの尿
ⅳ クロサイの尿
ⅴ ライオンの尿
ⅵ ヨウスコウワニの飼育水

【導入方法】

実施日に，新品ダンボール(1×2m)に
匂いを散布し運動場に導入．
匂い付きダンボールは1日1枚導入．
導入順番はランダム．

実施日前日に動物園内で採取．
冷蔵庫にて保管．

【調査期間】

①6/17～6/27
②9/9～9/19
③10/21～10/31

【行動観察】
1分間隔の1-0サンプリング法で
各行動頻度を算出

結果 ロン

4つの行動で，コントロールとの間に有意差が
認められた．

７つの行動で，コント
ロールとの間に
有意差が認められた．

結果 小春

考察

・2頭ともキャットニップ，ライオンの尿で行動に有意差が認められた.
このことから,キャットニップはネコ科動物の行動変化に効果があり，異なるネコ科動物の尿でも行動に刺激を
与えられると考えられた．

・匂いによる非活動的行動の減少は認められなかった．
このことから，嗅覚エンリッチメントは行動の多様性を高めることができると考えられた.
ただし, 個体によっては,ある特定の匂いで休息時間を削るほどの刺激を与える恐れがある.

・個体によって,匂いによる行動変化の数に差があった.
個体に合わせたエンリッチメントを導入することでより刺激的な環境を生み出すことができると考えられた．
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